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このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

 「レイチェル，お願
ねが

い！」ザックはお姉
ねえ

さんに必
ひっ

死
し

でたのみま
した。「もう一

いっ

回
かい

だけ一
いっ

緒
しょ

にゲームをしようよ！」
「できないの，ザック。宿

しゅく

題
だい

があるから」とレイチェルは言
い

い
ました。「明

あ し た

日の夜
よる

ならできると思
おも

うわ。」レイチェルは部
へ

屋
や

か
ら出

で

て行
い

きました。
「もう絶

ぜっ

対
たい

一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

ばないよ！」とザックは言
い

いました。少
すこ

し大
おお

きな声
こえ

になってしまいました。
「ザック，レイチェルに宿

しゅく

題
だい

をさせてあげなさい。」お父
とう

さんは
そう言

い

って，ゲームで使
つか

ういろいろなこまを配
くば

りました。ザック
は椅

い

子
す

にがっくりとこしを下
お

ろしました。レイチェルはいつも宿
しゅく

題
だい

をしているように思
おも

えます。そして，来
らい

年
ねん

は大
だい

学
がく

生
せい

になるので
す！ もうレイチェルにはほとんど会

あ

えなくなるかもしれません。
「ザック，あなたの番

ばん

よ」とお母
かあ

さんが言
い

いました。
ザックはゲームのこまを動

うご

かし，次
つぎ

の番
ばん

が来
く

るのを待
ま

ちまし
た。ふと，お母

かあ

さんの携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

が目
め

に入
はい

りました。ザックはあ
ることを思

おも

いついて，お母
かあ

さんの携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を手
て

に取
と

り，すばや
くメッセージを入

にゅう

力
りょく

しました。
やあ，レイチェル。君

きみ

はほんとうにいやな，ひどい，意
い

地
じ

悪
わる

な
人
ひと

だね。ザックより。
やったぞ。ザックはにやっと笑

わら

って，送
そう

信
しん

ボタンをおすと，椅
い

子
す

にすわり直
なお

しました。さあ，勝
か

つためにゲームに集
しゅう

中
ちゅう

です。
ゲームが何

なん

巡
じゅん

かすると，お母
かあ

さんの携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

が鳴
な

りました。
お母

かあ

さんは画
が

面
めん

を読
よ

みました。
「えっと，ザック？」お母

かあ

さんが言
い

いました。「これ，あなたへ
のメッセージみたいよ。」

ザックはにんまりしました。レイチェルの返
へん

事
じ

はどんなものだ
ろうと思

おも

いました。ザックは携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を受
う

け取
と

って，メッセー
ジを読

よ

みました。
こんにちは，ザック。あなたはすばらしい神

かみ

の息
むす

子
こ

です！
愛
あい

をこめて，スチュワート姉
し

妹
まい

より。
ザックはおなかがひっくり返

かえ

るように感
かん

じました。「何
なん

てこ
とだ！」と息

いき

をのみました。「しまった，しまった，しまった！」
「どうした？」お父

とう

さんが聞
き

きました。
ザックがメッセージを送

おく

った相
あい

手
て

は，お姉
ねえ

さんのレイチェルで
はありませんでした。スチュワート姉

し

妹
まい

だったのです！ レイチェ

チェルシー・バグレー・ダイレング
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

「しまった！」 

とザックは 

言
い いました。

ほんとうに
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ル・スチュワート姉
し

妹
まい

。お母
かあ

さんのミニスタリングの同
どう

僚
りょう

に，ほ
んとにいやな，ひどい，意

い

地
じ

悪
わる

な人
ひと

だと言
い

ってしまったのです！
ザックは両

りょう

手
て

で顔
かお

をおおいました。テーブルの下
した

にもぐって
100 年

ねん

間
かん

そこにいたいと思
おも

いました。いえ，たぶん1,000 年
ねん

間
かん

。
「どうしたの，ザック？」とお母

かあ

さんがたずねました。
「ぼく，レイチェルとまちがえて，スチュワート姉

し

妹
まい

に失
しつ

礼
れい

なメッ
セージを送

おく

っちゃったんだ。わざとじゃないんだよ！」ザックは
すぐに，もう一

いち

度
ど

スチュワート姉
し

妹
まい

にメッセージを送
おく

りました。
ごめんなさい，スチュワート姉

し

妹
まい

。お姉
ねえ

ちゃんに送
おく

ったつ
もりだったんです。
ザックはくちびるをかみしめて，返

へん

事
じ

を待
ま

ちました。とてもお
こるでしょうか。スチュワート姉

し

妹
まい

はいつもみんなにとても親
しん

切
せつ

でした。でも，もしスチュワート姉
し

妹
まい

の気
き

持
も

ちをきずつけて
いたら，どうすればよいでしょうか。
お母

かあ

さんの携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

が鳴
な

りました。
ザック，ゆるします！ 言

こと

葉
ば

づかいは少
すこ

しあなたらしくなかっ
たけれど，あなたから連

れん

絡
らく

をもらえてうれしかったです。あ
なたをずっと前

まえ

から知
し

ってるので，あなたはいつかすばらしい
ことを行

おこな

う善
ぜん

良
りょう

な少
しょう

年
ねん

だと，わたしは知
し

っています。ひょっと
すると今

こん

晩
ばん

にでも，何
なに

かすばらしいことを行
おこな

うかもしれませ
んね！
ザックはふーっと息

いき

をはきました。ずっと気
き

分
ぶん

が楽
らく

になりま
した。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」とお母
かあ

さんがたずねました。
「たぶんね」とザックは答

こた

えました。
「送

おく

った相
あい

手
て

がほかの人
ひと

ではなく，スチュワート姉
し

妹
まい

だった
のは幸

こう

運
うん

ね」とお母
かあ

さんは言
い

いました。「いつもすぐに相
あい

手
て

を
ゆるす人

ひと

だから。」
ザックはうなずきました。スチュワート姉

し

妹
まい

は良
よ

いもはんで
した。そして，たとえお姉

ねえ

ちゃんにでも，あんなメッセージを送
おく

るべきではなかったと思
おも

いました。自
じ

分
ぶん

の言
こと

葉
ば

を，人
ひと

をきずつ
けるためでなく，親

しん

切
せつ

なことを言
い

うために使
つか

うことが大
たい

切
せつ

だと
気
き

づいたのです。
ザックは急

きゅう

に立
た

ち上
あ

がりました。「すぐもどって来
く

るよ。レ
イチェルに話

はな

しに行
い

かなければならないことがあるんだ！」●

年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ
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